
仏
教
の
開
祖
、
お
釈
迦
様
は
二
千
五
百
余
年
の
昔
、
花
咲
き
匂
う
四
月
八
日
、
イ
ン
ド

で
釈
迦
族
の
王
子
と
し
て
誕
生
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
宇
宙
が
光
輝
い
た
日
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

王
子
は
誕
生
さ
れ
る
と
、
両
手
で
天
地
を
指
さ
し
「
天
上
天
下
に
唯
我
ひ
と
り
尊
し
」

と
、
産
声
を
あ
げ
ら
れ
た
と
伝
え
ま
す
。
人
間
の
生
命
の
限
り
な
い
尊
さ
と
、
人
間
の
本

性
の
尊
厳
を
教
え
ら
れ
た
の
で
す
。 

お
釈
迦
様
の
ご
誕
生
を
お
祝
い
し
、
美
し
い
花
で
飾
っ
た
み
堂
に
誕
生
仏
を
安
置
し
て
、

甘
茶
を
そ
そ
ぐ
灌
仏
会
と
、
み
堂
を
白
象
に
乗
せ
、
お
稚
児
さ
ん
達
が
引
い
て
進
む
花
ま

つ
り
が
広
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

伝
統
あ
る
津
和
野
の
花
ま
つ
り
も
、
お
か
げ
さ
ま
を
持
ち
ま
し
て
今
年
は
九
十
四
回
目

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

み
仏
様
の
ご
加
護
の
下
、
子
供
さ
ん
達
が
健
や
か
に
成
長
さ
れ
る
よ
う
に
念
じ
ら
れ
て
、

お
稚
児
さ
ん
に
ご
参
加
頂
き
ま
す
よ
う
併
せ
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

   
 

 
 

 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

  ＊
お
稚
児
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
皆
様
へ
＊ 
 
 
 
 
 

申
し
込
み 

三
月
二
十
七
日
ま
で
に
当
番
寺
（七
二
ー
〇
三
七
三
）
、
又
は
光
明
寺
（
七
二
ー
〇
四
六
一
）
へ  

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

衣
装
渡
し 

四
月
四
日
（
土
）
午
前
中
に
お
渡
し
ま
す
。
【
法
音
寺
に
て
無
料
貸
出
】 

＊
ご
都
合
の
悪
い
方
は
、
法
音
寺
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

当
日
行
程
（四
月
五
日
） 

 
           

＊
十
二
時
三
十
分
ま
で
に
津
和
野
駅
前
に
集
合
し
、
受
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 
  

  
   

  
 
 

＊
十
二
時
五
十
分
に
稚
児
行
列
出
発
。
（
駅
前
～
衹
園
丁
～
本
町
～
殿
町
） 

行
進
終
了
後
、
バ
ス
に
て
法
音 

寺
へ
移
動
し
、
灌
仏
会
に
参
加
し
ま
す
。 

 
  

  
   

  
  

 

＊
灌
仏
会
終
了
後
、
衣
装
返
却
と
引
き
換
え
に
お
土
産
を
お
渡
し
し
ま
す
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

◆
雨
天
の
場
合
は
行
進
中
止
。
十
三
時
三
十
分
ま
で
に
法
音
寺
に
集
合
（灌
仏
会
に
参
加
） 

 

◎ 

稚 

児 

申 

込 

書  

◎ 
 
 
 

   

稚ふ 

児り 

氏が 

名な 

   

性
別 

   

年
齢 

   

身
長 

   

保  

護  

者  

名 
 
  

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

   

住 
 
 

所 

こちらからも申し込

みできます 

 
 
 
稚児白象行進 
12 時 50 分 津和野駅前出発

⇒衹園丁⇒本町⇒殿町 

灌仏会(会場/法音寺） 

４月５日（日） 
 

※
記
入
さ
れ
た
情
報
は
花
ま
つ
り(

稚
児
名
簿
作
成
や
連
絡
用)

の
み
に
使
用
し
、
厳
重
に
管
理
し
ま
す
。
※ 

キ 

リ 

ト 

リ 

線 


